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臨床推論の能力は，医師の診断能力の高さに相関す
るに違いない．患者さんから①病歴を聞き②鑑別疾患
を絞り③身体所見を取り④検査所見にて診断を確定す
るという作業は，おそらく 20 世紀になり行われてきた
と思われる．近年，画像，採血などの検査の役割が強
力になり，④＞＞③で診断するという傾向が強まるの
も時代の流れであろう．一方，診断エラーは，患者予
後を悪くする．それを防ぐには①，②の精度を上げる
ことであろう．しかし，このトレーニングの方法論は，
実際には不確実なものばかりである．それで，私はこ
のような方法論を学んでも深い臨床推論能力を獲得す
ることはできないと思っていた．出会った疾患を深く
学び，機会を得ては更に学ぶという反復が，深い知識
と見識を生む．これには10 年 1 万時間という歳月が必
要だということを，他の職業の例からも実感している．
多くの医師はこの歳月を経て，自分の医師としての能
力を実感しているのではなかろうか．
Lawrence Tierney の一番弟子とされる Gurpreet 

Dhaliwal 医師を，臨床推論能力を持った教育者のエキ
スパートとして私は尊敬している．第 8章を担当して
いるが，上記のような経験だけではエキスパートには
なれないことを語っており，彼なりの方略を示してい

た．私は俄然この本の見方を変えた．
一生懸命目の前のことに従事していても，水平思考
の方法論がなければ，行き詰ることがあることをこの
本は示している．若い医師を育てるのにどのような方
略が良いのかは，未だ誰もが答えを持っていない．し
かし，他章をよく読んでみると，医学教育で必要な基
本的なコンセプトの根拠が何で，現在までに何がわか
っていて，何がわかっていないのかを示している．例
えば診断の system 1 と system 2 という概念にどのよ
うな由来があるのかも示されている．学校の教師が生
徒の読む教科書とは別に指導要綱を読んでいるように，
この本は，若手医師の指導者が，指導要綱として学ぶ
べき内容だと気付いた．
訳者の志水太郎先生の『診断戦略：診断力向上のた
めのアートとサイエンス』が導入書だとすると，この
本は，さらに詳しく根拠を持って記述した解説書であ
る．臨床の現場の中で少し診療に自信がでてくるのが
後期研修医以降の医師であろう．この時期の医師や，
後輩を育成する立場になったスタッフ医師が，自らを
省みるためのヒントを与えてくれるだろう．読者が増
えることで，わが国の臨床教育の質が上がっているこ
とが期待される内容である．
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